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最
近
、
人
口
の
減
少
し

つ
つ
あ
る
長
浜
町
で
、
青

年
の
数
は
ふ
え
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
会
で
働
い
て

守

』

い
た
若
者
、
が
都

l

会

が

い

や

で

帰

者

っ
て
来
た
と
か
、
非
何

学
校
を
卒
業
し
て
も
、
長
浜
を
離
れ
ず
に

λσ

長
浜
で
働
く
者
、
ま
た
働
く
場
所
は
松
山
、
与
え

大
洲
な
ど
で
も
長
浜
に
住
ん
で
通
勤
し
て
乙
ョ
、

い

る

き

ど

、

多

く

の

若

手

長

浜

に

住

持

ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
o

日

私
も
長
浜
に
住
ん
で
い
る
一
人
の
若
者
個

と
し
て
「
私
の
町
づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
び

え

て

み

た

い

と

思

い

ま

す

。

?

」

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
生
涯
教
育
の
時

代
だ
、
と
一
言
う
こ
と
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
学
校
教

育
を
終
え
て
社
会
人
と
し
て
社
会
へ
出
て
も
、
一
生

涯
学
習
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

車窓震震褒薄暗謂勤部崩壊臨誠諦騎噛令陸宮輔輯醐曙瞬遭器購蹴時審樹棋譜唖鐘畿擾溢鑓謹選盤撞盛盤瞳盟亜輯揖室温

私
た
ち
青
年
の
間
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
¥
数
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
仲
間
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
学
習
、
そ
の
他
何
を
す
る
に
も
仲
間
は
必
要
で

す
。
青
年
団
札
野
球
と
か
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
、
趣
味
的
な
集
ま
り
な
ど
、
仲
間
守
つ
く
り
の

丸井清隆

場
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
友
情
が
生
ま
れ
、
多
く
の
友
達
が
で
き
、

そ
し
て
自
己
を
み
が
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
と
し
て

の
大
切
な
知
識
を
吸
収
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。私

は
今
、
青
年
図
、
青
年
大
学
の
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の
友

な
ん
と
言
っ
た
っ
て

w
幸
福
に
長
生
き
で
き
る
H

こ
と
ほ
ど
め
で
た
い
こ
と
は
な
い
。

八
月
十
白
現
在
の
町
内
の
最
長
寿
者
は
、
女
性
で
は
仁
久
の
山
崎
チ
ヨ
ノ
さ
ん
九
十
八

歳

l
写
真
左
、
男
性
で
は
下
須
戒
の
小
林
藤
士
口
さ
ん
九
十
四
歳
。
山
崎
さ
ん
は
来
年
十
二

月
に
は
、
こ
こ
当
分
記
憶
に
な
い
百
歳
の
人
の
誕
生
と
な
る
人
。

ひ
ょ
っ
こ
り
、
ご
両
人
を
訪
問
し
て
み
る
と
、
チ
ヨ
ノ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
六
十
七
歳
の

子
ど
も
さ
ん
と
銭
湯
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
。
手
、
足
、
耳
、
目
い
、
ず
れ
も

良
好
。
二
人
暮
し
。
一
方
の
藤
士
口
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
や
や
足
が
不
自
由
な
た
め
横
に
な

っ
て
休
息
中
。
血
色
良
好
、
目
も
メ
ガ
、
不
が
あ
れ
ば
上
々
だ
が
耳
は
遠
い
。
七
人
家
族
。

長
寿
の
ご
利
益
に
あ
や
か
る
意
味
も
合
わ
せ
て
、
そ
の
秘
け
つ
(
つ
)
の
ほ
ど
を
伺
っ

て
み
る
と
・
-
目

〔
チ
ヨ
ノ
さ
ん
〕
信
仰
を
何
よ
り
も
尊
び
、
そ
れ
が
生
き
が
い
。
曲
が
っ
た
こ
と
が
大

き
ら
い
。
小
食
だ
が
好
き
き
ら
い
は
な
い
。

〔
藤
吉
さ
ん
〕
毎
日
卵
酒
一
合
を
欠
か
し
た
こ
と
が
な
い
。
好
き
き
ら
い
な
く
大
食
家
。

タ
バ
コ
も
ス
パ
ス
パ
。
楽
天
的
で
人
づ
き
あ
い
の
良
い
方
。
毎
朝
晩
わ
大
師
さ
ま
に
心
経

を
あ
げ
る
と
い
う
。

性
格
、
食
事
量
は
皮
肉
に
も
正
反
対
の
よ
う
だ
が
、
男
と
女
も
正
反
対
、
こ
れ
で
よ
い

の
か
も
・
:
・
・
。

ち
な
み
に
、
町
内
の
九
十
歳
以
上
の
方
は
二
十
九
人
。
み
な
さ
ん
真
に
め
で
た
い
人
生

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
・
・

-
O

98歳と 94譲
長寿一番にニッコリ

長浜。鉄工業

透
が
で
き
、
そ
し
で
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
長
浜
町

の
政
治
、
経
済
、
そ
の
他
多
く
の
こ
と
が
学
習
で
き

ま
し
た
。

青
年
期
に
養
わ
れ
た
協
調
性
、
社
会
性
、
人
間
性
、

そ
の
他
多
く
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て

生
き
て
行
く
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
色

々
な
学
習
、
経
験
が
必
要
で
あ
り
、
人
生
経
験
を
積

ん
だ
人
達
の
話
を
聞
い
た
り
、
同
じ
年
代
の
人
と
話

し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
、
自
分
自
身
を
鍛
え
、
自
己
を
確
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

青
春
は
二
度
と
こ
な
い
の
で
す
。
こ
の
時
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
何
事
に
も
挑
戦
し
て
、
悔
い
の
残
ら
な
い
青
春

時
代
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
住
む
長
浜
町
を
良
く
し
て
い
く
の
は
、

こ
れ
か
ら
の
長
浜
町
を
背
負
っ
て
い
く
、
私
た
ち
青

年
の
手
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
弓
ノ
か
。

福
祉
年
金
@
児
童
扶
養
手

当
な
ど
の
支
払
月
変
わ
る
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福
祉
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
、
福
祉
手
当
を
受
け
取

る
月
は
、
こ
れ
ま
で
は
一
月
、
五
月
、

九
月
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
盆
や
暮

な
ど
に
間
に
合
う
よ
う
一
か
月
繰
り
上

げ
て
四
月
、
八
月
、
十
二
月
を
受
け
取

る
月
に
す
る
よ
う
改
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
こ
と
し
十
二
月
分
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
支
払

い
を
開
始
す
る
日
も
改
め
ら
れ
、
今
ま

で
六
目
だ
っ
た
も
の
が
、
今
後
は
児
童

扶
養
手
当
な
ど
と
同
じ
「
十
一
日
」
に

支
払
い
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
支
払
い
開
始
月

日
は
、
四
月
支
払
い
分
は
四
月
十
一
日
、

八
月
支
払
い
分
は
八
月
十
一
日
と
な
り

ま
す
が
、
た
だ
し
、
十
二
月
支
払
い
分

に
つ
い
て
は
特
別
に
一
か
月
早
く
十

一
月
十
一
日
に
支
払
い
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
、
郵
便
局
に
行
け
ば
十
二
月

ま
で
待
た
な
く
て
も
支
払
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
変
更
は
、
こ
と
し
十
二

月
支
払
い
分
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
と
し
九
月
支
払
い

分
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
九
月

六
日
以
降
に
受
け
取
っ
て
項
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
変
更
さ
れ
た
最
初
の
支
払
い

期
月
と
な
る
こ
と
し
十
二
月
支
払
い
分

に
つ
い
て
は
、
九
月
に
八
月
分
ま
で
の

年
金
や
手
当
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
九
月
、
十
月
、
十
一
月
の

三
か
月
分
の
年
金
を
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。



3 

盛

A
7
年
度
一
般
会
計
に
今
回
八
千
五
百

盤
八
十
五
万
二
千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

盟
お
も
な
使
い
道
は
次
の
通
り
。

醸
青
島
航
路
定
期
旅
客
船
待
合
所
建
設

額
工
事
請
負
費
(
離
島
振
興
事
業
と
し
て
)

懇
長
浜
の
山
際
・
駒
子
町
お
よ
び
仁
久
地

ビ
区
の
テ
レ
ビ
難
視
を
解
消
す
る
た
め
に

A
J
設
置
さ
れ
て
い
る
長
浜
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

し
施
設
組
合
へ
の
補
助
金
六
百
三
十
万
円
、

同

老

人

ホ

i
ム
白
山
園
へ
の
自
動
火
災
警

報
装
置
設
備
工
事
請
負
費
、
今
坊
の
大

谷
口
飲
料
水
施
設
ほ
か
の
地
方
改
善
対

対
策

i
等
の
事
業
費
の
補
助
金
四
百
三

築
工
事
請
負
費
、
田
一
本
樹
実
ニ
主
ロ
応
急
対
策

@
柑
橘
樹
勢
回
復
・
晩
柑
類
果
実
被
害

対
策
等
の
事
業
警
の
補
劫
金
四
百
三

万
四
千
円
、
団
体
営
農
道
色
f

担
金
(
出

海
-
櫛
生
)
五
百
八
十
五
万
八
千
円

櫛
生
の
常
水
農
道
。
上
一
若
松
排
水
路
。

柴
の
柿
早
排
水
路
e

紫
の
臼
/
浦
排
水

路
・
豊
茂
の
下
村
農
道
橋
の
改
良
事

業
費
、
長
浜
沖
へ
の
魚
礁
設
置
費
、
長

浜
高
等
学
校
前
階
段
照
明
お
よ
び
街
路

魚
礁
設
置
費
な 三芸当主主 主

訂主党三

三A 三
三ヱミ三

第2田定額!会?

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
長
浜
町
体

育
館
で
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
の

五
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
十
三
議
案
お
よ
び
議
員

提
出
案
件
一
件
が
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ

れ
た
ほ
か
、
陳
情
文
書
一
件
が
採
択
さ
れ
ま
し

ょ~。
ま
た
一
般
質
問
で
は
、
今
回
は
七
人
の
議
員

が
合
わ
せ
て
十
九
件
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
と
一
般
質
問
の
う
ち
、
お

も
な
こ
と
は
次
の
通
り
。

言補
正

灯
四
十
五
灯
新
設
工
事
請
負
費
、
商
工

会
育
成
補
助
金
二
百
四
十
五
万
円
、
小

浦
団
地
配
水
流
量
測
定
装
置
設
置
工
事

請
負
費
、
公
営
住
宅
建
設
費
(
追
加
)
、

昨
年
の
十
七
号
台
風
に
よ
る
町
道
豆
柳

線
の
災
害
復
旧
費
な
ど
。

今
回
の
補
正
で
、
当
会
計
予
算
の
総

額
は
二
十
一
億
三
千
三
百
七
十
一
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

猪
/
尾
，
穂
積
線
舗
装

な
ど

5
事
業
を
追
加

J
辺
地
総
合
整
議
計
一
路

J

辺
池
総
合
整
備
計
画
に
、
次
の
五

件
の
事
業
を
新
し
く
加
え
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

穏戒 戒青 青|辺
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1者 長 豆 筒有
ノ 易 線放

韮~
尾

市線
7]< 

線翼襲
道 送施

線舗 等 業

改装 整 整壬PX凡

2事
{繭

{事蔵
事 事 名

i主l主業 業 業

青
島
へ
の
屋
外
放
送
施

設
な
ど
事
業
を
追
加

J
過
疎
地
域
援
興
計
一
問

J

過
疎
地
域
振
興
五
か
年
(
昭
和
五
十

年
度

1
五
十
四
年
度
)
計
画
に
次
の
十

六
件
の
事
業
を
新
し
く
加
え
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〔
交
通
通
信
体
系
の
整
備
〕

日
ノ
浦
省
松
ノ
久
保
線
舗
装
事
業

長

浜

・

戒

川

線

舗

装

事

業

尾

坂

線

舗

装

事

業

大

屋

地

区

道

路

舗

装

事

業

高
峯
地
区
道
路
改
良
舗
装
事
業

新
造
替
地
地
区
道
路
舗
装
事
業

道

上

地

区

道

路

舗

装

事

業

無
線
中
継
屋
外
放
送
施
設
事
業
(
青
島
)

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
難
視
聴
対
策
事
業

〔
教
育
文
化
施
設
の
整
漏
〕

長

浜

中

学

校

柔

剣

道

場

事

業

奥

集

会

所

新

設

事

業

養
護
老
人
ホ

l
ム
白
山
周
作
業
場

新

設

事

業

〔
生
、
活
環
境
施
設
等
厚
生
施
設
の
整
備

か
よ
、
ぴ
医
療
の
確
保
〕

上
成
地
区
下
水
排
水
路
新
設
事
業

〔
農
林
水
産
業
そ
の
他
産
業
の
振
興
〕

国

庫

魚

礁

設

置

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
事
業

国

庫

魚

礁

投

石

魚

礁

事

業

白

滝

公

園

遊

歩

道

新

設

事

業

E
河
南
z
柔
剣
道
場
な
ど

一
一
請
負
契
約

6
件
を
承
認

次
の
通
り
、
昭
和
五
十
二
年
度
事
業

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

沖
浦
漁
港
改
修
工
事
を
二
千
七
百
五

十
七
万
円
で
、
青
島
地
区
簡
易
水
道
施

設
工
事
を
二
千
五
百
二
十
五
万
円
で
、

い
ず
れ
も
大
洲
市
の
株
式
会
社
e

西
日

興
産
と
。
櫛
生
漁
港
局
部
改
良
工
事
を

一
千
六
百
七
十
万
円
で
櫛
生
の
株
式
会

社
。
清
水
建
設
と
。
喜
多
灘
漁
港
改
修

工
事
を
二
千
九
百
八
十
万
円
で
長
浜
の

有
限
会
社
@
長
浜
建
設
と
。
長
浜
中
学

校
柔
剣
道
場
新
築
工
事
を
二
子
二
百
六

十
万
円
で
白
滝
の
株
式
会
社
勾
一
宮
工

務
庖
と
。
沖
浦
漁
港
改
修
工
事
(
別
件

分
)
を
三
千
三
百
四
十
万
円
で
大
洲
市

の
株
式
会
社
・
西
国
輿
産
と
。

緩
康
を
守
る
4
z
a

水
開
放
ど
さ
ん
の

陳

情

を

長
浜
町
生
活
と
健
康
を
守
る
会
の
水

本
康
夫
さ
ん
(
長
浜
)
か
ら
提
出
さ
れ

て
い
た
「
就
学
援
助
の
適
用
基
準
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
。
適
用
基
準
は
給
与
証

明
や
納
税
証
明
な
ど
科
学
的
な
根
拠
に

よ
る
も
の
に
し
て
く
、
だ
さ
い
一
と
い
う

主
旨
の
陳
情
文
書
は
採
択
さ
れ
、
理
事

者
に
送
付
し
て
そ
の
主
旨
に
添
う
よ

う
善
処
を
求
め
る
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。

~包

ま
し
ょ
ぷ
ノ

-
<~ 

こ
の
ほ
ど
一

通
の
投
書
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
紹
介
と
回
答
は
次
号
に
さ
?

で
項
き
ま
す
。

×
T
J
E
×

①

本

紙

八

月

号

×
E

吉
原
門
主
×
の
二
ペ
ー
ジ
最
下

段
の
「
八
月
か
ら
引
上
げ
」
と
い

う
記
事
中
児
童
手
当
と
し
て
引
上

額
が
紹
介
し
て
あ
る
の
は
児
童
扶

養
手
当
の
誤
り
。

児
蜜
扶
養
手
当
(
カ
ツ
コ
内
は
旧
)

児
童
二
人
の
場
合

l
月
額
一
一
力
九

千
五
百
円
(
一
万
七
千
六
百
円
)

児
童
二
人
の
場
合

1
月
額
二
万
一

千
五
百
円
(
一
万
九
千
六
百
円
)

児
童
三
人
の
場
合
の
一
人
ふ
え
る

ご
と
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
ビ
で
四
百
円

②
同
四
ペ
ー
ジ
「
長
浜
町
職
員

録
」
の
住
民
課
福
祉
係
で
万
代
明

美
と
あ
る
の
は
吉
田
明
美
の
誤
り
。

訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま

す。北
方
領
土
復
帰
め
意

見
衆
国
提
出
を
承
認

大
成
淳
議
員
か
ら
、
町
議
会
に
お
い

て
北
方
領
土
復
帰
促
進
に
関
す
る
意
見

書
を
国
の
関
係
省
庁
な
ど
へ
提
出
、
豆

期
実
現
の
た
め
の
努
力
を
要
望
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
審
一
読

さ
れ
た
結
果
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の

事
昭
和
五
十
一
年
度
の
水
道
ム
一
芝
草
木
会

計
決
算
お
よ
び
工
業
用
水
道
事
業
会
計

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

マ久
7

年
度
水
道
事
業
会
計
に
資
本
的

収
入
で
六
十
五
万
円
、
資
本
的
支
一
一
出
一
で

二
百
三
十
五
万
円
を
補
正
。
ま
た
、
今

年
度
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計
に
四

十
万
円
補
正
さ
れ
ま
し
た
。



A品

急
行
列
車
を

含
め
て
平
均
、

よ
り
が
五
十

分
量
雲
、
下
り

は
五
十
一
分
置
き

に
旅
客
列
車
が
発
翠
、

県
都
松
山
市
へ
の
列
商
一
目
張

も
気
軽
に
思
い
つ
け
る
予
讃

本
線
の
は
し
る
私
た
ち
の
町
e

長
浜
町
。
そ
の
長
浜
町
を
経
由
す

る
予
翁
本
線
伊
予
市
J
大
淵
閣
は
、

繭
脚
光
を
浴
び
て
完
成
間
近
い
国
鉄
内
山
総

(
伊
予
市
J
内
子
J
大
洲
)
関
遇
主
一
撃
の
鎚
音

と
は
譲
腹
に
、
国
鉄
利
用
客
の
減
少
一
と
い
っ
た
悪
条

件
も
重
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
臼
陰
線
と
も
い
う
べ
き
ロ
ー

カ
ル
線
(
支
線
)
へ
の
格
下
げ
の
お
そ
れ
が
、
日
々
刻
々

と
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

今

世
界
的
不
況
の
波
に
町
の
端
部
奥
発
展
へ
の
ゆ
く
え
が
妨
げ

ら
れ
て
四
年
。
こ
の
波
の
中
か
ら
な
ん
と
か
は
い
ト
一
が
ら
な

け
れ
ば
:
¥
そ
し
て
ま
た
、
現
情
勢
に
見
合
っ
た
援
奥
計
闘
の

樹
立
を
:
・
と
取
り
組
む
私
た
ち
長
浜
町
田
院
の
姿
を
、
ま
る
で
無

視
す
る
か
の
よ
う
に
、
一
方
か
ら
は
ロ
ー
カ
ル
化
、
過
疎
化
の

波
が
止
め
ど
も
な
く
打
ち
寄
せ
て
き
ま
す
。

国
鉄
の
ロ
ー
カ
ル
化
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
暮
し
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
も
の
か
。
単
に
列
車
の
便
数
が
溺
る
と
い
っ
た
¥

¥
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
、
そ
れ
は
町
の
一
藤
鼠
一
発
展
に
さ
ま
ざ
京
会
形
で

A
V
 

内
山
線
は
昭
和
五
十
回
年
度
京
に
開
通
の
見
還
し
だ
と
も
言
わ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
近
い
う
ち
に
H

白
紙
ダ
イ
ヤ
改
正
H

と

も
吾
一
回
わ
れ
る
滅
使

E

な
ど
を
秘
め
た
大
穏
な
国
鉄
ダ
ザ
ヤ
の
改

亙
が
行
わ
れ
る
と
い
う
予
測
を
よ
そ
に
、
町
内
の
国
鉄
釈

の
利
用
は
低
下
す
る
ば
か
り
。
ま
す
ま
す
そ
の
可
能
性
の

条
件
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ぼ
ん
や
り
と
苓

を
こ
ま
ね
い
て
い
た
の
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
く

E

怒
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
た
と
え
ば
知
県
物
取

扱
駅
な
ど
は
一
度
感
止
さ
れ
た
ら
容
易
に
一
死

に
一
戻
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

一

、

ろ

傘

、
ー
で
は
、
ど
う
す
る
。

ぷ
総
斡
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
。

織
ず
今
の
駅
、
い
や
、
私
た
ち
の
こ
の
町
、

，

d

こ
の
便
利
さ
を
守
る
た
め
、
何
を
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

こ
の
こ
と
は
金
町
民
挙
げ
て
取
り
組
む
以
外
に

傘
い
私
た
ち
に
と
っ
て
璽
大
か
つ
緊
急
な
課
題
で

あ
る
は
ず
で
す
。

こ
こ
に
、
こ
の
実
精
と
対
策
を
理
解
し
て
頂

き
、
お
互
い
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
こ
と
を
参
考
と
し
て
紹
介
、
あ
な
た

の
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

予讃芝生鰻

陳
情
も
再
三
、
行
政

上
、
政
治
的
に
も
努
力

実
績
紙
下
が
ガ
ン

「
予
讃
線
伊
予
市
J
大
洲
間

が
著
し
く
減
使
、
合
理
化
に
目

白
」
「
ロ
ー
カ
ル
線
に
な
っ
た

ら
:
・
」
と
い
っ
た
心
配
は
、

今
始
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

す
で
に
内
山
線
計
画
が
公
表

さ
れ
た
時
点
か
ら
取
り
ざ
た

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

今
に
し
て
み
れ
ば
昭
和
四

十
六
年
十
一
月
に
実
施
さ

れ
た
喜
多
灘
駅
の
営
業
部

門
の
廃
止
、
出
石
駅
の

無
人
化
は
、
ロ
ー
カ
ル

金号、ブブ君主ら構噂

化
へ
の
前
兆
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
で

Y
U
ト
か
ト
つ
ノ
。

こ
の
心
配
さ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
化
の
防

止
対
策
と
し
て
、
行
政
上
で
は
五
十
年

度
か
ら
実
質
的
な
活
動
を
開
始
、
町
議

会
に
も
国
鉄
予
讃
線
長
浜
駅
対
策
特
別

委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
し
ア
、
町
と

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
国
鉄
四
国
総
局
、

国
鉄
本
社
、
運
輸
省
、
県
な
ど
へ
の
再

三
の
陳
情
、
ま
た
、
国
会
議
員
を
通
じ

て
の
政
治
的
な
面
で
の
努
力
を
は
か
る

な
ど
極
め
て
積
極
的
な
運
動
を
展
開
し

て
き
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
-
こ
う
い
っ
た
努
力
と
は

比
例
せ
ず
、
ロ
ー
カ
ル
化
へ
の
最
大
の

決
め
手
で
あ
る
経
営
実
績
、
す
な
わ
ち

百

費
物
取
強
い
震
止

ロ
ー
カ
ル
化
さ
れ
る
と
、
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
か
。
当
然
、
公
的
に

望
ま
し
い
影
響
は
何
一
つ
な
い
は
ず
で

あ
り
、
次
の
よ
う
な
悪
影
響
だ
け
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

@
大
幅
減
便

普
通
、
急
行
列
車
と
も
大
幅
に
減
便

さ
れ
、
全
般
的
に
不
便
が
強
い
ら
れ
、

中
で
も
通
勤
通
学
に
は
大
き
な
影
響
が

出
る
。

③
折
り
返
し
運
行
に

伊
予
市
l
大
洲
聞
が
折
り
返
し
運
行

と
な
り
伊
予
市
駅
、
大
洲
駅
か
ら
は
、

乗
り
替
え
扱
い
に
な
る
。

@
貨
物
取
扱
い
廃
止
に
も

貨
物
取
扱
い
駅
廃
止
に
も
つ
な
が
り
、

ミ
カ
ン
な
ど
の
農
産
物
、
工
業
製
品
の

輸
送
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

③
需
用
(
消
費
)
も
低
下

減
便
や
折
り
返
し
な
ど
の
不
便
さ
か

ら
、
長
浜
町
を
訪
れ
る
人
の
減
少
に
つ

な
が
り
、
需
用
の
低
下
に
も
つ
な
が
る
。

国
鉄
の
利
用
成
績
は
左
〔
表
l
)
の
よ
う

に
長
浜
駅
の
デ

i
タ
を
克
て
も
低
下
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

膨
犬
な
赤
字
経
営
に
悩
む
国
鉄
に
と

っ
て
白
山
政
告
ザ
か
つ
最
斗
八
の
課
J

震
は
ョ
い
か

に
ム
ダ
を
省
き
、
経
営
を
好
転
さ
せ
る

か
に
あ
る
は
、
ず
。
経
営
実
績
を
も
と
に

三
う
い
っ
た
合
理
化
、
近
代
化
が
考
え

ら
れ
て
ゆ
く
の
は
当
然
の
こ
と
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
が
、
し
か
し
、
そ
の
影

響
を
被
る
私
た
ち
伊
予
市
J
大
洲
聞
に

住
む
者
に
と
っ
て
は
、
な
る
ほ
ど
な
ど

と
感
心
し
て
い
る
場
合
で
は
な
く
、
全

力
を
上
げ
て
ロ
ー
カ
ル
化
防
止
に
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
も
低
下

駅
職
員
も
減
ら
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス

U

が
低
下
す
る
。

。
以
上
の
こ
と
は
、
ま

ず
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

南
予
開
発
の
拠
点
と
し
て
、
一
大
臨

海
工
業
開
発
の
構
想
の
も
と
に
第
一
次

開
発
事
業
を
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
第
二

次
開
発
の
夢
実
現
へ
と
躍
進
を
目
ざ
し

て
い
る
わ
が
長
浜
町
か
ら
、
貨
物
取
扱

し
運
転

一度取銀いが廃止されたら零易に元に
震ることはない

い
釈
が
廃
止
さ
れ
る
と
新
た
な
企
業

立
地
は
不
可
能
と
な
り
、
わ
が
長
浜
町
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に
と
っ
て
は
最
大
の
痛
手
と
な
り
ま
す
。

車
の
時
代
だ
'
/
と
反
論
さ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
道
路
の
整
備
に
し
て
も
、
車
の
普

R4L日
凶

y
」ご

浜
駅
で

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
ご
の
ロ
ー
カ
ル

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ

ガラリと尽の空いた長浜駅午前9・25発上り列車 (8克5現)

近
は
手
聞
が
か
か
、
ら
な
い
よ
う
旅
行
業

者
に
す
べ
て
の
準
備
を
任
せ
る
ケ

I
ス

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
で
旅
行
を
す
る
場
合
、
旅
行
業
者

は
ど
の
駅
で
キ
ッ
プ
や
周
遊
券
を
求
め

る
で
し
ょ
う
。
仮
り
に
法
山
印
刷
で
購
入

し
た
と
す
る
と
、
た
と
え
旅
行
す
る
人

は
長
浜
駅
か
ら
乗
草
し
て
も
、
キ
ッ
プ

の
売
れ
μ

上
げ
実
績
を
得
た
の
は
松
山
駅

と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
思
い
出
し
て
項
き
た
い
こ
と

は
、
国
鉄
の
キ
ッ
プ
は
全
国
ど
の
区
間

で
も
長
浜
駅
や
白
滝
駅
で
購
入
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
た
と

え
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
め
中
で
わ
ず
か
で
も

国
鉄
を
利
用
す
る
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

に
J

、
そ
の
区
間
の
キ

y
ブ
は
長
浜
駅
ま

た
は
白
滝
駅
で
購
入
す
る
よ
う
、
旅
行

業
者
に
も
条
件
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
内
の
駅
の
実
績
を
伸
ば
す
よ
う

努
力
を
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
団
体

や
グ
ル
ー
プ
の
旅
行
は
多
人
数
で
す
か

ら
、
グ
ン
と
利
用
数
が
伸
び
る
こ
と
に

な
り
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

@
往
復
キ

γ
プ
な
ら
倍
の
成
績

松
山
や
大
洲
は
も
ち
ろ
ん
、
大
阪
や

東
京
、
北
海
道
な
ど
へ
行
く
よ
う
な
場

合
で
も
、
で
き
る
限
り
は
往
復
キ
ッ
プ

を
買
う
よ
う
に
し
で
く
、
だ
さ
い

G

倍
の

利
用
成
績
に
な
り
、
極
め
て
大
き
な
実

績
の
向
上
に
つ
な
グ
り
ま
す
c

@
国
議
利
害
主
国
臨
め
よ
う

私
た
ち
の
町
を
過
疎
化
か
ら
守
る
た

め
、
で
き
る
限
り
国
鉄
を
剃
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
 

ち
ょ
っ
と
し
た
工
十
六
と
努
力
が
ロ
ー

カ
ル
化
防
止
に
役
立
ち
ま
す
~
私
た
ち

?
?
凡
な
が
こ
の
こ
と
を
一
し
っ
か
り
と
認

識
し
て
当
れ
ば
、
き
っ
と
ロ
ー
カ
ル
化

を
防
ぐ
実
績
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
内
山
線
開
通
が
及
ぼ
す
予
讃

線
へ
の
影
響
も
は
ね
返
す
こ
と
が
で
き

る
で
?
レ
よ
h
7
0

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
九
日
理
化
か

ろ
長
浜
駅
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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ム
マ
認
会
で
総
額
長
一
品
川

3

壊
五
和
一

師
団
本
弘
泰
、
習
富
一
副
作
一
豪
、
域
一
戸
岡
敬
鐙
、

新
盛
己
、
一
宮
泰
窓
爪
町
一
令
官
諮
問
問
が
府
民
間
同

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
年
だ
け
の
た
め

の
異
動
で
は
な
い

ー
マ
月
人
事
異
動
J

一
替
水
一
議
ロ
貝
:
①
こ
と
し
採
用
さ
れ
た

町
職
員
数
は
、
今
回
の
人
事
異
動
を
考

慮
し
た
も
の
か
。
二
三
三
の
課
で
は
減

員
し
て
凶
る
。
こ
の
よ
う
な
異
動
を
な

ぜ
し
た
の
か
②
今
回
の
人
事
異
動
は
人

事
担
当
者

E
十
分
協
議
し
な
か
っ
た
と

聞
く
③
議
会
事
務
局
長
の
人
事
に
つ
い

て
二
度
議
会
が
要
望
し
た
人
事
が
実
現

し
な
か
っ
た
こ
と
は
議
会
軽
視
で
は

な
い
か
④
先
の
助
役
人
事
に
関
連
し

て
今
回
の
職
員
人
事
異
動
に
何
ら
か
の

取
り
引
き
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

司
菊
地
町
長
・
①
人
事
に
つ
い
て
は
、

白
い
つ
の
場
合
で
も
慎
重
か
つ
周
到
に
取

@
り
組
ん
で
い
る
。
内
容
は
別
と
し
て
た

玄
だ
単
に
そ
の
年
だ
け
を
考
え
て
の
異

我
動
予
な
い
の
で
ご
理
解
項
き
た
い
。

一
れ
目
標
は
百
点
で
努
力
し
て
も
、
そ
の
実

極
現
に
は
至
難
な
問
題
も
あ
る
。
責
任
は

盤
町
長
に
あ
る
の
で
責
任
を
も
っ
て
取
り

璽
組
ん
で
い
る
。
も
ろ
も
ろ
の
こ
と
に
問

問
幽
し
て
は
一
応
ィ
二
任
項
き
た
い
。
異
動

璽
後
の
各
課
で
は
多
少
の
ま
ご
つ
き
は
あ

翻
ろ
う
と
思
う
が
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て

盤
研
修
会
、
講
習
会
な
ど
を
催
し
て
自
ら

髄
の
質
の
向
上
に
努
め
人
と
人
と
の
組
み

翻
合
せ
と
い
う
も
の
を
よ
〈
考
慮
し
、
十

議
分
な
力
を
出
し
き
れ
る
よ
う
な
こ
と
を

鴎
基
本
と
し
て
今
後
対
応
し
た
い
。

極
③
③
に
つ
い
て
は
本
年
度
の
施
政
方

岡
山
針
に
述
べ
て
い
る
こ
と
を
推
進
す
る
た

盤
め
の
人
事
で
あ
り
、
諸
情
勢
の
変
化
笠
守

曜
に
対
応
し
て
実
施
し
た
の
で
、
ご
理
解

盤
項
き
た
い
。

趨
④
に
つ
い
て
は
、
助
役
人
事
と
の
関

連
で
取
り
引
き
を
し
た
職
員
人
事
で
は

かひい。

? 、/-
(
可
一
長
の
致
治
姿
勢

l

町
さ
れ
た
が
こ
の
機
会
に
町
の
重
要
施

策
を
陳
情
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
町
長
は

病
気
を
理
由
に
欠
席
さ
れ
た
が
欠
席
さ

れ
る
場
合
代
理
者
を
出
席
さ
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
②
現
職
の
宮
本
議
員
が

死
去
さ
れ
た
が
通
夜
に
欠
席
し
て
い
る
。

③
過
去
二
回
公
的
場
所
で
飲
酒
の
た
め

相
手
方
に
悪
印
象
を
与
え
た
と
聞
く
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
も
町
民
の
負
託
に

答
え
て
町
政
に
取
り
組
な
つ
も
り
か
。

菊
地
町
長
も
ろ
も
ろ
の
問
題
に
つ

い
て
は
あ
く
ま
で
も
地
方
自
治
の
本
旨

に
基
づ
き
地
域
住
民
の
声
を
中
心
に

し
て
現
代
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。
人
間

で
あ
る
の
で
常
に
反
省
し
な
が
ら
十
分

に
負
託
に
答
え
る
よ
う
努
力
を
し
て
ゆ

き
た
い
③
に
つ
い
て
は
会
合
の
礼
儀

的
な
も
の
も
あ
り
ご
理
解
項
き
た
い
。

り
替

堤
議
員
・
①
青
島
航
路
に
つ
い
て
海

運
局
か
ら
運
営
の
基
本
計
画
を
た
て
運

営
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
た
と
聞
く
が

ど
の
よ
う
な
計
画
を
た
て
て
い
る
か
②

定
期
船
「
あ
お
し
ま
」
の
船
員
の
身
分

は
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
い
て
ど
の
よ

う
に
保
証
、
改
善
を
さ
れ
る
か
③
寸
あ
お

し
ま
」
建
造
の
経
費
の
中
で
「
乗
り
出

し
費
用
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
す
で
に

予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
船
舶
公

団
か
ら
こ
の
費
用
が
交
付
さ
れ
た
と
聞

く
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
。

菊
地
町
長
田
①
に
つ
い
て
は
出
資
金
、

執
行
態
勢
等
を
早
急
に
会
社
経
営
に
切

り
替
え
る
方
針
で
い
る
o

②
に
つ
い
て
は
九
月
の
会
社
の
決
算

田
町
を
目
途
に
職
員
俸
制
に
つ
い
ず
も
結

論
、
一
を
出
す
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

③
に
つ
い
て
は
現
在
会
社
で
仮
受
け

し
て
お
り
、
こ
れ
は
町
へ
収
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

ー
し
尿
処
理
場

J

堤
議
員
。
大
洲
宣
言
多
し
尿
処
理
場
は

建
設
後
五
、
六
年
経
過
し
、
沈
殿
物
も

多
く
曝
気
作
用
が
緩
慢
に
な
っ
て
い
る
。

三
次
処
理
が
可
能
な
現
，
在
、
川
下
の
当

町
は
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
町
長
は

基
本
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
同
る
か
。

菊
地
町
長
-
-
-
曝
気
口
か
ら
流
出
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
る
気
象
条
件
下

で
停
滞
現
象
か
ら
臭
気
を
感
ず
る
状
態

の
よ
う
で
、
原
因
は
機
械
の
能
力
低
下

も
一
因
か
も
知
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
近

代
社
会
の
生
活
環
境
下
に
主
と
し
て
処

理
さ
れ
る
内
容
が
複
雑
化
し
て
き
た
た

め
で
あ
る
と
事
務
組
合
か
ら
説
明
を
受

け
た
。
さ
ら
に
施
設
を
設
置
し
て
解
決

を
図
る
よ
う
検
討
さ
れ
近
々
、
具
体
的

に
計
画
案
を
出
す
よ
う
報
告
を
受
け
て

い
f
A
V

。
三
次
処
理
に
つ
い
て
は
、
渇
水
期
に

停
滞
し
で
空
気
に
触
れ
な
場
合
臭
い
が

出
る
状
態
な
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
検
討
中
だ
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

実

現

に

努

J
町
民
の
広
場
の
拡
充
1

堤
議
員
-
-
-
①
一
本
町
は
大
洲
と
比
較
す

る
と
肱
川
水
系
の
整
備
と
美
化
が
遅

れ
て
い
る
。
町
当
局
の
努
力
が
足
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
②
町
民
の
広
場
を
整

備
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

菊
地
町
長
白
①
に
つ
い
て
は
建
設
省

が
管
理
者
で
あ
る
の
で
今
後
の
対
応
策

に
つ
い
て
建
設
省
に
強
く
要
請
し
た
い
。

つ
い
て
は
十
分
検
討
を
重
ね
建

設
省
と
協
一
議
し
で
古
式
一
現
に
努
カ
し
?
に
い
。

か
ど

ー
一
位
年
度
叫
間
的
索
見
通
し
J

中

塚
本
議
員

rz-my一
十
年
度
の
一
般
会

計
の
決
算
で
は
自
主
財
源
の
努
力
が
み

ら
れ
る
が
五
十
一
年
度
の
見
還
し
は
ど

う
か
②
一
予
備
費
お
よ
び
京
立
金
等
余
裕

金
の
長
期
的
な
運
用
計
画
を
向
う
。

菊
地
町
長
-
-
①
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
に
ム
お
い
て
歳
入
約
二
十
二
億
九
千

万
円
、
歳
出
約
二
十
二
億
五
千
万
円
、

差
一
引
約
四
千
万
円
。
税
収
と
公
儀
費
に

つ
い
て
は
税
収
は
二
億
一
千
九
百
万
円
、

公
債
費
一
億
六
千
五
百
万
円
の
見
通
し

で
あ
る
。
五
回
十
年
度
は
財
政
見
通
し
の

困
難
な
年
、
五
十
一
年
度
は
不
況
が
一

般
家
庭
ま
で
押
し
ょ
せ
た
v

厳
し
い
年
三

五
十
今
一
年
度
は
厳
し
さ
が
続
き
黒
字
は

予
測
さ
れ
な
い
。

②
に
つ
い
て
は
へ
健
全
財
政
を
維
持

す
る
と
共
に
積
立
て
て
い
る
財
政
調
整

基
金
は
現
在
七
千
数
百
万
円
。
こ
の
運

用
は
当
面
の
課
題
で
あ
る
庁
舎
建
設
、

そ
の
他
の
公
共
施
設
等
に
充
当
す
る
性

格
の
も
の
で
目
的
別
に
仕
分
し
総
合

的
な
振
興
基
本
計
画
を
策
定
す
る
作
業

の
段
階
で
十
分
考
慮
す
る
。

本

計

画

策

定

J
開
発
計
函
}
(

塚
本
議
由
民
ム
厳
し
山
経
済
、
社
会
環

境
の
中
で
の
開
発
計
画
は
総
点
検
の
時

期
と
思
う
が
、
町
は
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
不
況
下
で
町

全
体
の
所
得
が
低
下
し
て
い
る
。
産
業

別
の
経
営
診
断
を
行
い
行
政
上
の
不
況

克
服
対
策
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う

《
M
O菊

地
町
長
・
予
想
外
の
不
況
下
五
十

年
度
は
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
行
政
、

五
十
一
年
度
は
計
画
の
見
直
し
を
、
五 1"1"'" 

十
二
年
度
は
過
去
の
計
画
の
見
直
し
と

今
後
の
基
本
計
画
策
定
を
課
題
に
総
務

設
に
企
画
統
計
係
を
新
設
し
て
建
造
す

v
h

。。産
業
別
の
不
況
対
策
は
そ
れ
ぞ
れ
の

回
停
に
お
い
て
樹
立
川
市
一
還
を
要
望
し
、

可
は
団
体
の
育
成
強
化
を
行
う
。
ま
た

行
政
上
許
せ
る
範
毘
内
で
指
導
し
た
い
。

¥
ι
4
-
、ノ

し

て

関

'j箆

翠 L21
iS': '-ョ
( ~! 

西
審
議
長
・
助
役
不
在
、
か
続
い
て
い

る
が
支
障
は
な
い
か
。
助
役
め
で
き
る

見
通
し
は
ど
う
か
。

菊
地
町
長
一
助
役
を
量
ノ
¥
ぺ
く
憧

J

重一

に
検
討
し
て
い
る
。
過
去
の
経
過
を
分

析
し
二
度
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
に
し
た
い
。
い
つ
、
だ
れ
を
と
い

う
段
階
で
は
な
い
の
で
お
一
許
し
を
項
き
、

選
任
の
際
に
は
議
員
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

産
業
譲
興
を
考
虚
し
ず

l
市
街
北
区
域
内
の
国
道
連
絡
J

圏
雲
山
内
総
由
民
国
道
三
七
八
号
線
計
十
同
一

は
商
庖
街
に
ど
う
連
結
す
る
か
現
状
を

伺
い
た
い
。

菊
地
町
長
・

2

旧
大
橋
の
存
続
維
持
問

題
、
県
道
大
洲
J
長
浜
線
、
沖
浦
J
大
洲

線
と
の
接
続
、
本
町
商
庖
街
そ
の
他
の

産
業
振
興
を
十
分
考
慮
し
、
こ
れ
ら
の

機
能
を
最
大
限
に
活
用
可
能
な
路
線
位

置
と
な
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ゆ
く
。

J

ス
l
バ
i
進
出
対
策

J

西
宮
議
員
白
最
近
町
内
で
大
型
ス
ー

パ
ー
が
立
地
の
た
め
土
地
を
物
色
中
で

は
な
い
か
と
(
商
業
者
に
)
心
配
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
は
ど
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閣
の
よ
う
に
対
処
し
て
項
け
る
か
。

髄
菊
地
町
長
:
う
わ
さ
は
あ
る
が
事
実

離

は

な

い
o

が
、
今
後
こ
の
こ
と
が
起
こ

溜
る
こ
と
を
想
定
し
、
商
工
会
を
中
心
と
し

璽
て
関
係
者
が
協
議
し
て
こ
の
事
態
に
い
っ

密
で
も
対
応
可
能
な
体
制
を
作
る
努
力
を

盟
希
望
す
る
。
町
と
し
て
も
可
能
な
範
囲

璽
内
で
最
善
の
努
力
を
払
い
た
い
。

翻
百
人
立
化
さ
う
こ
余
す

率

L
て
九
一
ノ

l
l
ム干ニ一ロ

時
間

J
長
浜
水
族
館

1

圏
域
戸
岡
議
員
・
長
浜
水
族
館
は
規
模

璽
内
容
共
貧
弱
で
魅
力
を
失
ぃ
、
入
場
者

盟
の
減
少
等
で
収
支
は
年
々
膨
大
な
赤
字

盤
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
廃
館

躍
も
い
た
し
か
た
な
い
。
こ
れ
を
県
立
水

盤
族
館
に
移
管
し
、
他
県
に
劣
ら
な
い
よ

関
白
う
な
施
設
と
す
る
か
、
ま
た
は
町
で
新

手

l

l

b

設
改
良
す
る
考
え
は
な
い
か
。

思
官
r

菊
地
町
長
:
・
長
浜
町
振
興
計
画
基
本

殿
構
想
の
中
で
、
就
任
以
前
に
も
県
立
に

E

す
る
べ
く
努
力
さ
れ
た
事
実
が
あ
る
が
、

由
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。
学
術
、
文
化
、

@
観
光
各
般
に
わ
た
り
重
要
な
も
の
で
あ
る

ム
宮
の
で
、
さ
ら
に
県
立
化
の
実
現
に
方
法

手
段
等
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
最
少

限
の
機
能
を
保
持
し
改
善
す
る
か
等
に

つ
い
て
も
教
育
委
員
会
に
実
態
は
握
を

求
め
、
そ
の
結
果
に
よ
り
計
画
を
た
で

た
し
。

ト

L
2充
十
系
P
L
1
布
型

企
田
玄
空
一
一
一
ロ
J
W
T
ニ一一戸「担

ー

役

場

庁

舎

J

域
一
戸
間
議
員
'
・
役
場
庁
舎
建
設
は
、

長
浜
小
学
校
し
L

並
行
し
で
新
築
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
消
防
署
を
含
め
た
総
合

庁
舎
と
し
て
は
ど
う
か
。
済
防
署
跡
に

は
老
人
の
憩
い
の
場
所
を
つ
く
つ
で
は

と
う
か
っ

菊
池
町
長
;
位
置
、
財
源
等
重
要
な

問
題
で
あ
る
の
で
企
画
統
計
係
で
具
体

的
な
計
画
を
た
て
て
実
施
し
た
い
。
消

防
署
の
問
題
は
計
画
か
ら
切
り
離
し
、

跡
地
問
題
は
地
理
的
な
条
件
を
考
え
、

老
人
福
祉
施
設
を
含
め
た
有
効
適
切
な

公
共
施
設
の
利
用
を
考
え
る
。

新
港
湾
計
画
の
中
で

J
終
末
処
理
場

1

域
戸
間
護
国
民
主
ヨ
町
の
下
水
道
は
水

洗
便
所
の
普
及
に
よ
る
排
水
、
ま
た
港

湾
内
に
排
水
口
も
あ
る
た
め
満
潮
時
の

汚
水
逆
流
、
鮮
魚
の
死
滅
等
が
発
生
し

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
改
善
策
と
し
て

終
末
処
理
場
の
新
設
が
考
え
ら
れ
る
が

低
成
長
下
で
大
型
開
発
は
期
待
で
き
な

い
の
で
開
発
を
抜
き
に
し
て
検
討
を
一
要

望
す
る
。

菊
地
町
長
:E
現
在
ま
で
は
二
次
開
発

と
の
関
連
と
し
た
が
、
こ
の
施
設
は
用

地
、
財
源
等
に
膨
大
な
経
費
を
要
す

る
た
め
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
水
質
、

環
境
、
保
全
上
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
の
で
住
民
感
情
、
排
水
口

の
統
合
等
を
検
討
し
な
が
ら
新
港
湾
計

画
の
中
で
計
画
を
た
て
解
決
を
凶
り
た

計
画
見
て
さ
ら
に
検
討

-
4
F一
肉
セ
ン
タ
ー
建
設
同
意
条
件

J

新
議
員
:
大
洲
食
肉
セ
ン
タ
ー
建
設

に
当
町
は
条
件
付
で
同
意
し
た
が
、
提

起
し
た
九
つ
の
条
件
は
ど
の
程
度
受
け

入
れ
ら
れ
た
か
の
具
体
的
な
経
過
を
伺

い
た
い
②
公
害
防
止
計
画
書
は
い
つ

で
き
上
が
る
見
通
し
か
。

菊
地
町
長
三
次
処
理
は
計
画
通
り

設
置
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
公
害
防
止

に
つ
い
て
排
出
水
を
活
環
式
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
同
様
に
条
件
を
出
し

τ

い
る
。
と
殺
場
の
家
事
国
係
留
施
設
は
公

害
防
止
計
画
書
と
同
時
に
施
設
内
容
提

示
と
な
っ
で
わ
り
、
こ
れ
ら
の
計
画
に

つ
い
て
は
建
設
着
手
の
九
十
日
前
に
町

に
連
絡
が
あ
る
の
で
、
そ
の
時
点
て
必

要
な
会
合
を
も
ち
検
討
し
た
い
。
大
洲

市
の
終
末
処
理
施
設
は
五
十
三
年
度
の

事
業
認
可
を
受
け
る
よ
う
手
続
中
で
あ

る
と
の
連
絡
を
受
け
て
い
る
。
な
お
既

存
の
養
豚
業
者
に
対
す
る
行
政
指
導
、

関
係
市
町
の
肱
川
汚
染
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
推
進
協
議
会
を
結
成
し
て
取
り

組
む
た
め
協
議
が
も
た
れ
て
い
る
。

事
件
入
力
L

す
こ
周
主
人
央
d
J

言
守
マ
T
q
p
帥ロ

l
ニコロノロナ干ニコロ

J
就
学
援
助
の
適
用
基
準

J

新
議
員
。
「
就
学
の
困
難
な
児
童
生

徒
に
係
る
国
の
援
助
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
る
申
請
が
六
件
も
出
て
い
る
と
聞

く
が
教
育
委
員
会
の
対
応
策
と
審
議
経

過
、
今
後
の
方
針
を
問
う
。
ま
た
適
用

基
準
を
作
成
す
る
用
意
が
あ
る
か
。

一
羽
丸
教
育
長
磁
務
代
理
者
:
認
定
は

要
、
準
保
護
児
童
生
徒
認
定
処
理
要
領

に
よ
り
学
校
長
、
民
生
委
員
等
の
意
見

を
尊
重
し
公
平
厳
正
に
審
査
し
、
結
果

に
つ
い
て
教
育
委
員
長
の
承
認
後
学
校

長
に
通
知
し
た
の
で
申
出
者
に
連
絡
し

て
い
る
と
思
う
。
認
定
は
二
件
で
四
件

は
不
認
定
で
あ
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
手
引
き
作
成
に

つ
い
て
民
生
委
員
会
と
学
校
と
の
合
同

研
修
会
を
開
催
し
た
い
。

制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は

P
T
A
、

担
任
教
師
等
を
通
ピ
認
識
さ
れ
る
よ
う

努
力
す
る
。

ま
た
適
用
基
準
作
成
は
園
、
県
レ
ベ

ル
の
問
題
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。
こ

の
こ
と
は
事
務
的
に
調
査
検
討
し
て
お

り
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
検
討
を
求

め
た
い
。

ー
間
町
長
め
政
治
姿
勢

1

一
言
議
員
当
町
の
町
政
を
推
進
す

る
た
め
に
は
西
国
代
議
土
と
町
長
は
常

に
ム
口
議
が
必
一
裂
で
こ
の
ム
口
議
が
な
さ
れ

な
い
と
町
民
は
も
と
よ
り
議
会
も
職
員

も
不
幸
を
招
く
わ
そ
れ
が
め
る
。
こ
の

こ
と
を
認
識
し
協
力
を
求
め
協
調
し
て

こ
と
に
当
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
議
会
議

員
に
対
し
地
元
工
事
施
工
の
事
前
事
後

協
議
不
十
分
、
助
役
室
の
町
長
公
室
的

な
配
置
を
改
め
、
総
務
課
の
一
部
と
し

て
課
長
に
任
し
て
は
ど
う
か
。

菊
地
町
長
田
政
治
の
世
界
に
初
め
て

は
い
っ
て
き
た
素
人
の
た
め
慎
重
過
ぎ

た
り
、
配
慮
不
足
等
が
各
般
に
わ
た

り
出
て
山
る
こ
と
を
反
省
す
る
と
共
に
、

努
力
し
て
早
く
政
治
の
体
質
を
身
に
付

け
て
町
民
の
負
託
に
答
え
た
い
と
努
め

て
い
る
が
、
多
様
化
し
た
社
会
環
境
の

中
で
勉
強
不
足
を
深
〈
反
省
し
て
い
る
。

私
が
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
現
実
に
か

け
離
れ
た
面
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

正
し
い
判
断
を
す
る
努
力
を
重
ね
、
よ

り
よ
い
町
政
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

政
治
的
課
題
が
山
積
し
て
わ
り
西
日

代
議
士
の
力
を
借
り
問
題
解
決
に
努
め

る
考
え
は
現
在
も
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
十
分
に
お
願
い
し
至
ら
な

い
点
は
自
己
研
修
に
努
め
た
い
。

議
会
議
員
と
町
長
は
町
民
の
負
託
に

答
え
る
と
い
う
共
通
の
課
題
を
も
っ
立

場
で
あ
り
軽
視
す
る
考
え
は
な
い
。
ご

指
摘
の
工
事
は
県
外
県
内
出
張
が
重
な

り
不
在
の
日
が
多
か
っ
た
た
め
大
変
ご

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後

は
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
十
分
留
意
し
て
進
め
る
。

助
役
室
の
問
題
に
つ
い
て
は
配
置
し

て
い
る
係
は
町
長
の
直
接
の
部
局
で
は

な
く
、
事
務
遂
行
、
執
行
上
を
勘
案
し

て
置
い
て
い
る
。
こ
の
係
は
今
後
の
長

浜
町
の
計
画
立
案
に
つ
い
て
重
要
な
事

務
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
来
客
に
迷
惑
を
か
け
る
な
ら
ば
今
一

度
十
分
検
討
す
る
が
、
一
応
日
明
在
の
場

一
社
て
執
浮
き
せ
た
い
。
な
お
助
役
が
で

き
た
と
き
は
表
の
広
い
部
屋
で
、
住
民
と

の
対
話
を
医
、
日
接
に
行
う
と
品
川
一
ハ
に
職

員
を
よ
り
多
く
目
の
届
く
場
所
を
助
役

席
と
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

町
長
室
の
出
入
り
が
し
に
く
い
と
の

ご
指
摘
に
つ
い
て
は
町
民
の
声
を
反
映

さ
す
務
め
か
ら
は
、
ず
れ
る
の
で
十
分
注

意
し
、
現
実
を
見
極
め
そ
れ
な
り
の
対

応
を
し
た
い
。

健
康
上
の
問
題
で
判
断

J
助
役
の
再
任

J

一
宮
議
員
次
期
助
役
に
は
増
旧
助

役
を
最
適
任
と
し
な
が
ら
最
終
段
階
で

変
化
が
み
ら
れ
た
が
、
説
得
の
努
力
に

欠
け
て
い
少
。
町
長
は
ど
う
判
断
し
た

の
か
。

菊
池
町
長
-
-
前
助
役
に
対
す
る
考
え

方
は
触
~
れ
ら
れ
た
通
り
だ
が
、
若
」
1

時

間
的
な
ず
れ
が
あ
る
。
(
前
助
役
は
配
ぐ

う
者
共
に
健
康
に
恵
ま
れ
な
い
と
い
う
)

家
庭
環
境
が
変
ら
な
い
限
り
、
本
人
も

固
辞
さ
れ
て
い
る
し
可
能
性
は
な
い
と

判
断
し
た
こ
と
を
ご
理
解
項
き
た
い
。

適
当
で
あ
れ
ば
定
数

減
凶
る

ー
町
職
員
定
数

J

一
宮
議
員
。
職
員
一
人
を
採
用
す
れ

ば
退
職
す
る
ま
で
に
は
百
人
を
収
容
す

る
学
校
建
築
費
に
相
当
す
る
経
費
が
必

要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
町
職

員
定
数
は
二
百
十
九
人
だ
が
、
こ
の
中

に
は
嘱
託
職
員
を
含
む
か
。
ま
た
現
在

の
正
職
員
二
百
十
人
を
定
数
と
し
て
十

分
で
な
い
か
。
定
数
条
例
を
改
め
で
は

Y
Y
7
か。

菊
地
灯
語
訳

E

の
定
数
内
訳
は
正
現
職
員

二
百
十
一
入
、
定
数
に
は
山
る
嘱
託
職

員
四
人
で
計
二
百
十
五
人
に
な
る
。
そ

れ
以
外
に
臨
時
職
員
な
ど
が
あ
る
が
保

育
所
そ
の
他
で
年
間
を
通
じ
で
移
動
の

起
り
干
す
い
職
場
が
あ
る
た
め
、
山
市
に

画
定
し
難
い
条
件
、
が
お
り
こ
の
ふ
う

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
十
分
中
味
を

検
一
一
討
し
て
定
数
を
現
在
の
職
員
数
で
よ

い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
条
例
を
改
正

し
て
定
数
減
を
図
り
た
い
。
課
の
統
廃

合
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
見
直
し
を

し
て
答
え
を
出
し
た
い
。
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水

こ
れ
で
安
心
@

9

9

」

櫛
生
簡
易
水
道
が
完
成

9 Jヨ

水
源
の
確
保
が
困
難
で
長
い
間
私
的

水
道
施
設
、
あ
る
い
は
井
戸
、
谷
川
水

の
汲
み
取
り
な
ど
で
我
慢
を
強
い
ら
れ

て
い
た
櫛
生
地
区
に
も
、
こ
の
ほ
ど
待

望
の
簡
易
水
道
施
設
が
完
成
よ
り
衛

生
的
で
豊
富
な
水
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
水
道
施
設
事
業
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
事
業
で
行
っ
た
も
の
で
、
水
源

の
確
保
に
思
わ
ぬ
時
間
と
労
苦
が
か
か

っ
て
や
や
工
期
は
長
引
い
た
も
の
の
こ

まい一一~-吋相同市事幅一一一一一一

の
ほ
ど
完
成
し
た
も
の
で
す
。

井
戸
水
な
ど
の
個
人
施
設
を
利
用
す

櫛長沖白沖白長豊下長臼
須

生浜浦滝 j甫i竜j兵茂戒 浜 j竜

る
一
部
の
家
庭
を
除
い
た
櫛
生
地
区
の
ば
れ
、
九
月
八
日
に
松
山
市
の
県
医
師

約
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
が
す
で
に
会
館
で
行
わ
れ
一
る
表
彰
式
で
県
教
育
長

利
用
し
て
お
り
、
「
こ
れ
で
安
心
し
て
か
¥
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。

水
が
飲
め
ま
す
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
討
す

v
i
l
l
i
-
-
-

施
設
事
業
費
は
九
千
六
百
五
十
万
円

E
E
A
I

で
、
こ
の
う
ち
四
千
四
百
九
十
万
円
は

O
白
滝
の
白
滝
公
益
会
j
現
金
十
万
円

昭
和
五
十
一
年
度
の
年
金
積
立
金
の
還
を
備
品
購
入
資
金
と
し
て
白
滝
保
育

元

融

資

で

す

。

所

へ

。

長長 長長自戒白櫛白須下沖白
出b ノ百
フマ /司

j兵浜 j兵浜滝川Ii竜生滝沢戒 j甫滝

上

田

勇

神
田
宇
佐
見

上
田
富
喜
男

上

田

諭

西

崎

利

行

中

嶋

文

男

竹

村

健

治

岡

野

喜

男

松

本

利

雄

宇
都
宮
敏
雄

城

戸

博

文

ヶ
月
属
出
八
万
(
敬
称
略
)

出
淵
畳
一
旦

平

井

棲

丸

中
川
ヲ
カ
ル

標
本
ミ
ツ
マ

西
山
ヨ
シ
ヱ

松

本

遼

小

野

キ

チ

宮

本

数

美

神
山
ト
モ
ヱ

村

上

喜

豆

満
永
房
太
郎

清

水

宮

子

大
石
マ
ツ
ヨ

豊

島

徳

子

長

男

淳

二

男

司

長

男

耕

士

長
女
千
代
子

四

男

伸

長
女
由
紀
枝

二

男

健

作

二

女

照

子

長

女

由

香

長

男

一

哲

長
女
笑
美
江

死
亡
時
年
鈴

(
七
回
)

(五
O
)

(
八
五
)

(
六
五
)

(
七
七
)

(
四
六
)

(
八
二
)

(
六
一
一
)

(
八
四
)

(
八
二

(
八
六
)

(
六
一
)

(
八
四
)

(
五
五
)

報習態鐙鐙盤整婆墾塗塗盤塁翠鐙室主

完Eまし

お
誕
生

「敬老の臼jが近づくと老人談

義が盛んになる。平均寿命が女子

77歳、男子n:歳と伸びてますます

高齢化する社会である。 ご人生わ

ずか50年ミということわざもすっ

かりはやらなくなった。老人党を

作れという声まで聞かれるご時世

であるA 先日子供達は独立し妻に

先立たれた独り暮らしの老人が、

信仰を支えに盲人のための点訳奉

仕、外国の恵まれない子の心の里

親となっている新聞記事に感動し

たが、この美しい老後は今できた

ものでなく、若い頃からの生きか

との結晶であるA この 2月には町

会議員の選挙が行われる。合併以

来7回目、 4年間の長浜町議会を

付託する20名を選ぶのである。「長

浜町議会は県議会以上じやという

評判じゃった」と西村町長時代の

元議員さんが述懐しているが、こ

の伝統は今も残っているA脱皮を

はかろうと懸命な努力を続けてい

る長浜町政の中での議会活動は重

要である。これに応えられるそう

明な議員さんを選出したいものな。

と考えよこの l票がわかれ道ミム

金力入学ならぬ金力選挙、金権選

挙はご免こうむりたいと 1票があ

なたにかわってする政治ミ&町理

事者、町議会、町民が一体となり、

代議士を先頭に新しい町づくりに

まい進しよう。

ミこの 1票明るい町をひらくかぎと

長
中
が
健
康
準
優
良
校

ワ
月
届
出
分
(
敬
称
略

保
護
者
氏
名

中

見

時

男

長
浜
中
学
校
(
矢
野
佳
次
男
校
長
。

生
徒
六
百
三
十
七
人
)
は
、
昭
和
五
十

二
年
度
愛
媛
県
健
康
準
優
良
学
校
に
選

住

所

下
須
戒

続
柄

三
女
江
梨
子

編

集

後

記

予
想
外
に
多
か
っ
た
町
議
会
一
般
質

問
の
整
理
に
手
間
ど
り
、
問
先
行
が
大
変

遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。

子
一
讃
線
伊
予
市

l
大
洲
間
の
合
理
化

の
問
題
は
、
決
し
て
国
鉄
の

P
R
そ
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
町

の
将
来
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
。

と
く
に
団
体
旅
行
の
際
は
、
幹
事
き
ん
、

く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
/

九
月
号
と
言
え
ば
例
担
L

N

お
年
寄
り

関
係
の
記
事
μ

。
こ
と
し
も
そ
の
つ
も

り
で
し
た
が
、
ご
紹
介
の
よ
う
に
ど
う

し
て
ち
省
け
な
い
記
事
で
割
愛
さ
せ
て

項
き
ま
し
た
。
記
事
に
な
ら
な
く
と
も

も
う
皆
さ
ん
の
暮
し
の
中
に
は
、

-B
年

寄
り
の
一
福
祉
の
こ
と
は
常
に
息
づ
い
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

き
て
、
次
号
は
町
の
条
例
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
昭
和
五
十
一
年
度

の
町
の
財
政
状
況
な
ど
を
ご
紹
介
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
〆

帯

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

世口

8月 1日現在 前月との比較

13，555人 4人減
人 口

(男 8制大) 7人語)女 7，101 3人

3，945世帯 2t世帯減

制?


